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特集　市制施行70周年
日本一美しい星空を未来へつなごう
受章・受賞おめでとうございます

大野市は令和６年７月１日
市制施行70周年を迎えます
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い
つ
ま
で
も　
と
も
に

い
つ
ま
で
も　
と
も
に

　
大
野
市
は
本
年
７
月
１
日
に
市
制
施

　
大
野
市
は
本
年
７
月
１
日
に
市
制
施

行行
7070
周
年
を
迎
え
ま
す
。

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
先
人
た
ち
か
ら
継
承
し
て
き
た
豊
か

　
先
人
た
ち
か
ら
継
承
し
て
き
た
豊
か

な
自
然
や
産
業
、
培
わ
れ
て
き
た
歴
史
、

な
自
然
や
産
業
、
培
わ
れ
て
き
た
歴
史
、

文
化
、
伝
統
な
ど
は
、
私
た
ち
の
誇
り

文
化
、
伝
統
な
ど
は
、
私
た
ち
の
誇
り

で
す
。

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
で
協
力
し
合

　
こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
で
協
力
し
合

い「
１
０
０
年
先
も
誇
れ
る
大
野
市
」を

い「
１
０
０
年
先
も
誇
れ
る
大
野
市
」を

つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
い
つ
ま
で
も　
と
も
に
」

　
「
い
つ
ま
で
も　
と
も
に
」
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特集　市制施行70周年

２
町
６
カ
村
が
合
併
し
、
大
野

市
誕
生

昭和29年
（1954年）

越
美
北
線
福
井
～
勝
原
間
が
開
通

昭和35年
（1960年）

昭和38年
（1963年）

38
豪
雪
。
最
深
積
雪
３
０
６
㌢

40・
９
風
水
害（
奥
越
豪
雨
）

昭和40年
（1965年）

昭和43年
（1968年）

福
井
国
体
開
催

越
前
大
野
城
再
建

第
1
回
お
お
の
城
ま
つ
り
開
催

西
谷
村
と
合
併

昭和45年
（1970年）

越
美
北
線
勝
原
～
九
頭
竜
湖
間

が
開
通

昭和47年
（1972年）

名
誉
市
民
第
１
号
に
福
田
一
氏

昭和55年
（1980年）

真
名
川
ダ
ム
完
成

昭和52年
（1977年）

56
豪
雪
。
最
深
積
雪
２
６
４
㌢

昭和56年
（1981年）

市
制
施
行
30
周
年
記
念
事
業
と

し
て
大
相
撲
大
野
場
所
を
開
催

昭和59年
（1984年）

昭和29年　市制記念祝賀会

昭和38年　38豪雪時の春日通り

昭和43年　第１回おおの城まつり　パレード昭和59年　大相撲大野場所

昭和52年　真名川ダム竣工

昭和47年　越美北線九頭竜湖駅 開業
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特集　市制施行70周年

平成元年　多田記念大野有終会館完成

平成２年　大野市・古河市姉妹都市盟約調印

平成６年 うめピー誕生 平成３年 うぐピー誕生

平成13年　本願清水イトヨの里オープン

平成17年　大野市・和泉村合併

平成26年　市消防団「結の故郷女性分団」結成

茨
城
県
古
河
市
と
姉
妹
都
市
盟

約
調
印

平成２年
（1990年）

御
清
水
が「
名
水
百
選
」に
選
ば

れ
る

昭和60年
（1985年）

平成３年
（1991年）

う
ぐ
ピ
ー
誕
生

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
総
合
体
育
施
設

完
成

う
め
ピ
ー
誕
生

平成６年
（1994年）

平成８年
（1996年）

市
が
平
家
平
の
ブ
ナ
林
１
９
６
㌶

を
取
得

本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里 

オ
ー

プ
ン

平成13年
（2001年）

和
泉
村
と
合
併

平成17年
（2005年）

本
願
清
水
が「
平
成
の
名
水
百

選
」に
選
ば
れ
る

平成20年
（2008年）

中
部
縦
貫
自
動
車
道
大
野
Ｉ
Ｃ
～

勝
山
Ｉ
Ｃ
が
開
通

名
誉
市
民
第
２
号
に
山
崎
正
昭
氏

平成25年
（2013年）

多
田
記
念
大
野
有
終
会
館
完
成

平成元年
（1989年）
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特集　市制施行70周年

越
前
大
野
城
が「
続
日
本
１
０
０

名
城
」に
選
ば
れ
る

平成29年
（2017年）

令和３年
（2021年）

道
の
駅「
越
前
お
お
の 

荒
島
の

郷
」オ
ー
プ
ン

日
本
最
古
級
の
哺
乳
類
化
石
が

伊
月
層
で
発
見

平成30年
（2018年）

２
巡
目
福
井
国
体
開
催

令和５年
（2023年）

中
部
縦
貫
自
動
車
道
が
九
頭
竜

Ｉ
Ｃ
ま
で
開
通

南
六
呂
師
エ
リ
ア
が
星
空
保
護

区
®
に
認
定

中
村
悠
平
選
手
へ
市
民
栄
誉
賞

授
与

平成26年
（2014年）

市
役
所
新
庁
舎
完
成

市
消
防
団「
結
の
故
郷
女
性
分

団
」結
成

上
庄
さ
と
い
も
が
国
の「
地
理

的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）保
護
制
度
」に

登
録

市
制
施
行
70
周
年

令和６年
（2024年）

令和３年　道の駅「越前おおの　荒島の郷」オープン

令和５年　星空保護区®認定

令和５年　勝原ＩＣ～九頭竜ＩＣ開通

令和５年　中村選手へ市民栄誉賞授与

　70周年にちなみ、70人の市民の皆さんにご協力いただ
き、記念動画を制作しました。皆さんのたくさんの笑顔と
大野への熱い思いが詰まった動画となっています。
　動画は７月１日月午後１時以降に、大野市公式YouTube
チャンネルで公開予定です。ぜひご覧ください。

動画の視聴はこちら▶

70周年記念動画70周年記念動画をを制作制作しましたしました
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日本一美しい星空を未来へつなごう
～ O

オ オ ノ
no-C

シティー
ity S

ス タ ー
tar P

ポ イ ン ト
oint P

プ ロ ジ ェ ク ト
roject（ＯＳＰＰ）の結果報告～

　美しい星空を楽しみ、環境を守る取り組みを実践する「ＯＳＰＰ」。ＯＳＰＰに参加した65人のアンケート回
答から見えてきた、市民の星空保護に対する傾向を、阪谷小学校児童が紹介します。

昼も夜も使っていない
明かりは消しましょう

空に明かりを向けない
ようにしましょう

０ 20 40 60 80 100

夜はカーテンをしめる

使っていない明かりは消す

空に明かりを向けない

光害の情報を見る
（単位：㌫）暖色系のライトを使う

０ 20 40 60 80 100

夜に星を見る

星のイベントに参加する

星空の情報をチェックする

星の写真を見たり撮ったりする

（単位：㌫）

０ 20 40 60 80 100

エコバッグを使う
使っていない電気・テレビは消す

近い場所は自転車や歩きで移動する

日用品は詰め替え用を買う
缶、ペットボトルなどをリサイクルする

食材は食べる分だけ買い、使い切る

再利用マークの物を使う （単位：㌫）

光光
ひかりがいひかりがい
害害対策対策

星空学び星空学び

脱炭素脱炭素

暖色系ライトがオスス
メ！光害を軽減できます

星空のイベントにもっと
参加してみませんか

星空イベント・
ツアー情報▶

詳しくはこちら▶

リサイクルやリユース
の結果が良いです！
ぜひ続けてください

回答された人から温
かいメッセージをいた
だいています。
ありがとうございます！

星のまちおおのライトダウン星のまちおおのライトダウン
～日本一の星空を未来へ～

　みんなで電気を消して、日本一の星空を見ながら、
環境のことを考えませんか。

期�間　７月１日月～31日水（統一実施日　７月１日月、
７日日、７月31日水）
取組方法
★期間中の午後９時～10時に極力照明を消すか、厚手

のカーテンを閉めて外に光が漏れないようにする
★日本一の星空を眺めたり、動画サイトで星や環境の

動画を見たりして楽しむ
★期間中に開催されるイベントに参加して、星や環境

のことを学ぶ
そ�の他　この取り組みに参加する協力事業者を募集し

ています。専用フォームまたはホームページにある
様式をメールかファクスで提出してくだ
さい。参加事業者名は市ホームページに
掲載します

問 　環境・水循環課 （☎64・4828　FAX66・1118）
　電子メール kankyo@city.fukui-ono.lg.jp

・市民みんなで取り組めるといいです
・１人ができる小さなことを続けていく大切さを知りました
・今まで何気なく見ていた星空に興味を持つことができました
・これからも星空を楽しんでいきたいと思います

ライトダウン期間中に取り組んだ内容を、
右の二次元コードからぜひ回答をお願いします。

阪谷小児童考案
のポイントカード。
２月に全戸配布し
ています
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各分野で活躍された団体や個人が、その功績を認められ表彰されましたので、紹介します。
   

春
の
叙
勲
　
旭き

ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章

川
田
重
一
さ
ん（
中
荒
井
）

　

平
成
15
年
６
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま

で
大
野
市
代
表
監
査
委
員
を
務
め
ら
れ
、

収
入
・
支
出
の
適
正
執
行
、
公
正
な
資
金

管
理
、
効
率
的
な
資
金
運
用
な
ど
に
つ
い

て
監
査
し
、
公
平
・
公
正
で
適
正
な
行
政

運
営
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

木
下
善
博
さ
ん（
有
明
町
）

　

昭
和
57
年
５
月
か
ら
令
和
２
年
５
月
ま

で
県
麺
類
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
の
理
事

や
副
理
事
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
組
合
の

活
性
化
と
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
小

学
校
で
そ
ば
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
麺

類
業
界
の
魅
力
発
信
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

田
惣
一
さ
ん（
菖
蒲
池
）

　

平
成
５
年
４
月
の
明
後
土
地
改
良
区
理

事
長
就
任
時
に
、
真
名
川
地
区
に
お
け
る

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
の
明
後
幹
線
用

水
路
の
整
備
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
明
後

地
区
に
お
け
る
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整

備
事
業
で
は
、
計
画
時
か
ら
組
合
員
の
合

意
形
成
に
取
り
組
み
、
事
業
の
円
滑
な
推

進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

   

春
の
叙
勲
　
瑞ず

い
ほ
う宝

双そ
う
こ
う
し
ょ
う

光
章

臼
井
淳
さ
ん（
元
町
）

　

学
校
医
と
し
て
、
市
内
の
多
く
の
小
学

校
、
中
学
校
に
お
い
て
通
算
43
年
の
長
き

に
わ
た
り
児
童
・
生
徒
の
保
健
衛
生
と
保

健
指
導
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
養
護
教
諭

対
象
の
研
修
会
で
の
指
導
助
言
や
学
校
保

健
委
員
会
へ
の
支
援
・
指
導
を
行
う
な
ど

健
康
教
育
を
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

金
森
睦む
つ
ま
ろ麿

さ
ん（
友
兼
）

　

昭
和
59
年
か
ら
40
年
に
わ
た
り
保
護
司

と
し
て
罪
を
犯
し
た
人
に
寄
り
添
い
、
社

会
復
帰
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。
平
成
18

年
か
ら
７
年
間
大
野
地
区
保
護
司
会
長
、

平
成
24
年
か
ら
１
年
間
、
県
保
護
司
会
連

合
会
副
会
長
を
務
め
ら
れ
、
犯
罪
予
防
や

被
害
者
支
援
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

   

春
の
叙
勲
　
瑞ず

い

宝ほ
う

単た
ん

光こ
う

章し
ょ
う

多
田
繁
男
さ
ん（
森
本
）

　

平
成
４
年
に
大
野
地
区
消
防
組
合
大
野

消
防
団
員
と
な
り
、
消
防
団
長
な
ど
を
歴

任
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
16
年
７
月
福
井
豪

雨
に
お
け
る
的
確
な
水
防
や
平
成
18
年
豪

雪
に
お
け
る
消
防
水
利
の
確
保
な
ど
に
尽

力
さ
れ
た
ほ
か
、
消
防
操
法
訓
練
に
力
を

注
ぎ
、
全
国
消
防
操
法
大
会
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
部
に
お
い
て
、
県
内
初
と
な
る
７

位
入
賞
に
導
き
ま
し
た
。

田
勉
さ
ん（
神
明
町
）

　

昭
和
50
年
か
ら
工
業
統
計
調
査
を
は
じ

め
商
業
統
計
調
査
や
事
業
所
・
企
業
統
計

調
査
、
国
勢
調
査
に
計
98
回
携
わ
ら
れ
ま

し
た
。
昭
和
58
年
の
大
野
市
統
計
協
会
の

設
立
時
か
ら
同
協
会
に
加
入
し
、
平
成
21

年
か
ら
は
会
長
を
務
め
、
協
会
の
発
展
と

統
計
調
査
員
の
組
織
化
や
資
質
向
上
に
も

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

   

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

   

瑞
宝
双
光
章

高
野
清
彦
さ
ん（
中
荒
井
町
二
丁
目
）

　

昭
和
54
年
に
大
野
地
区
消
防
組
合
消
防

士
と
な
り
、
消
防
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
16
年
７
月
福
井
豪
雨
で
の
住

民
避
難
や
水
防
活
動
の
ほ
か
、「
結
の
故
郷

女
性
分
団
」の
結
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

   

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

   

瑞
宝
単
光
章

黒
谷
武
彦
さ
ん（
高
砂
町
）

　

昭
和
47
年
に
巡
査
と
な
り
、
生
活
安
全

部
門
を
中
心
に
勤
務
さ
れ
、
消
費
者
金
融

に
よ
る
高
利
貸
し
付
け
や
訪
問
販
売
な
ど

の
悪
質
商
法
の
取
り
締
ま
り
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
非
行
少
年
に
よ
る
犯
罪
や
悪
質

な
風
俗
営
業
な
ど
を
摘
発
す
る
な
ど
、
防

犯
対
策
で
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

   

消
防
功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰

   

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
功
績
章

本
多
義
信
さ
ん（
東
山
）

　

平
成
８
年
に
大
野
地
区
消
防
組
合
大
野

消
防
団
員
と
な
り
、
令
和
５
年
か
ら
消
防

団
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
16
年

７
月
福
井
豪
雨
で
は
、
住
民
ら
の
避
難
誘

導
と
的
確
な
水
防
活
動
を
行
い
、
平
成
18

年
豪
雪
で
は
、
地
域
住
民
と
と
も
に
消
防

水
利
の
確
保
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

   

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
精
績
章

安
田
啓
一
さ
ん（
水
落
町
）

佐
々
木
善
市
さ
ん（
阿
難
祖
地
頭
方
）

内
田
裕
美
さ
ん（
明
倫
町
）

　

消
防
団
員
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
消

防
・
防
災
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
献
身
的
な

活
動
に
よ
り
地
域
防
災
力
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

   

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続
章

木
下
吉
一
さ
ん（
飯
降
）

瀧
川
安
洋
さ
ん（
稲
郷
）

山
本

啓
さ
ん（
弥
生
町
）

山
田
博
さ
ん（
鍬
掛
）

印
牧
芳
紀
さ
ん（
右
近
次
郎
）

加
藤
智
治
さ
ん（
西
山
）

村
中
政
雄
さ
ん（
友
兼
）

辻
和
博
さ
ん（
稲
郷
）

山
崎
一
さ
ん（
蕨
生
）

葊
田
利
成
さ
ん（
庄
林
）

下
出
英
樹
さ
ん（
泉
町
）

　

消
防
団
員
と
し
て
、
30
年
余
に
わ
た
り

常
に
第
一
線
に
立
っ
て
奮
闘
す
る
と
と
も

に
、
施
設
な
ど
の
点
検
整
備
や
住
民
の
火

災
予
防
意
識
の
高
揚
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

受章・受賞おめでとうございます受章・受賞おめでとうございます
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カ
ラ
ダ
変
わ
る
一
歩
　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
に
　

カ
ラ
ダ
変
わ
る
一
歩
　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
に
　

問　
健
康
長
寿
課

問　
健
康
長
寿
課  （（
☎☎
6565
・
７
３
３
３
）

・
７
３
３
３
）

正
し
い
歩
き
方
講
座

　

正
し
い
歩
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
運

動
効
果
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

日
時　

①
７
月
12
日
金
午
後
７
時
～
８
時

②
７
月
23
日
火
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　

①
結
と
ぴ
あ　

②
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
Ｖ
ｉ
ｏ

内
容　

正
し
い
歩
き
方
に
つ
い
て
の
話
と

実
技
指
導

講
師　

パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー　

牧
野

康
博
さ
ん

対
象　
30
歳
以
上
の
市
民

参
加
料　
無
料

定
員　
①
50
人　
②
40
人

持
ち
物　

水
ま
た
は
お
茶
、
タ
オ
ル
、
内

履
き（
①
の
参
加
者
の
み
）

申
込
方
法　

電
話
か
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら

申
し
込
む

そ
の
他　

お
お
の
ヘ
ル
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
に
は
50
ポ
イ
ン
ト

を
進
呈
し
ま
す
。
当
日
は
活
動
量
計
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い（
ア
プ
リ
コ
ー
ス
の

人
は
ス
マ
ホ
持
参
）

問　
健
康
長
寿
課 （
☎
65
・
７
３
３
３
）

▲申し込みは
　こちら

医
療
費
や
介
護
給
付
費
が
減
少

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に「
参
加
し

て
い
る
人（
参
加
者
集
団
）」と
、「
参
加
し

て
い
な
い
人（
非
参
加
者
集
団
）」を
比
べ
て

分
析
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ど
の
年
代
も
、
参
加
者
集

団
の
方
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
１
、
２
年
目

の
一
人
当
た
り
の
年
間
総
医
療
費
と
介
護

給
付
費
が
少
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
特
に
75
歳
以
上
で
は
こ
の
差
が
大
き
く
、

２
年
間
続
け
て
参
加
し
た
人
で
は
、
非
参

加
者
集
団
の
約
78
万
円
と
比
べ
て
約
24
万

円
少
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

要
介
護
認
定
の
要
支
援
１
以
上
の

認
定
を
受
け
る
人
が
減
少

　

75
歳
以
上
の
参
加
者
と
非
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
を「
１
０
０
人
の
集
団
」と
し
て
比
べ

て
み
ま
し
た
。

　

開
始
２
年
目
に
新
た
に
要
介
護
認
定
を

受
け
た
人
数
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
非
参
加

者
集
団
で
は
14
人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
参

加
者
集
団
で
は
５
人
と
少
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
こ
と
を
抑
え
る

効
果
が
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。

生
き
が
い
や
幸
福
感
を
感
じ
て
い

る
人
が
増
加

　

参
加
前
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
回
答
が
あ
っ
た
１
６
８
２

人
中
約
１
２
６
０
人（
75
㌫
）が
プ
ロ
グ
ラ

ム
参
加
後
に
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
幸
福
度
が

高
い
人
も
参
加
前
と
比
べ
て
増
え
て
い
ま

し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
医
療
費
の
抑
制
効
果
に
加
え
て
精
神

面
に
も
好
影
響
が
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

健
康
で
幸
せ
な
毎
日
を
送
る
た
め
の
健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
お
お
の
ヘ
ル
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」は
５
年
目
を
迎
え
、
今
で
は
市
民

約
２
９
３
０
人
が
参
加
す
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
取
り
組
み
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

100
（万円／年）

58.6
78.1

41.9

43.5

42.3
53.7

80

60

40

20

0
開始前

75歳以上

１年目 ２年目
非参加者（299人）
79.2±3.0歳

参加者（101人）
78.5±3.1歳開始前

平均年齢

１
人
当
た
り
年
間

総
医
療
費
＋
介
護
給
付
費

24万円
の差

開始前  １年目  ２年目

【参加者集団】
14人

6.4人

５人
４人

０人 ０人
開始前  １年目  ２年目

【非参加者集団】

要
介
護
認
定
者
数（
人
）

100

参加前 参加後

生きがい

低い

（㌫）
６

38

55

４
22

75

６

50

44

４

39

57

回答数：1682

80

60

40

20

0

中程度
高い

100

参加前 参加後

幸福度

低い

（㌫）
回答数：1679

80

60

40

20

0

中程度
高い
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日時　７月20日土午後１時30分～３時（午後１時受け
付け開始）
場所　結とぴあ
講師　岩佐まりさん
受講料　無料

申込方法　電話か専用フォーム
　から申し込む
申込締切　７月16日火
問　健康長寿課 （☎65・5046）

　フリーアナウンサーとして活動する一方、50代で若年性認知症と診断　フリーアナウンサーとして活動する一方、50代で若年性認知症と診断
された母を、20歳の時からずっと介護している岩佐まりさんの講演会でされた母を、20歳の時からずっと介護している岩佐まりさんの講演会で
す。家庭を持ち、育児をしながら介護を続けている経験や家族の葛藤なす。家庭を持ち、育児をしながら介護を続けている経験や家族の葛藤な
ど、さまざまな思いを実体験をもとに話します。ど、さまざまな思いを実体験をもとに話します。

認知症・高齢者虐待防止講演会認知症・高齢者虐待防止講演会
大切な人が認知症になったら大切な人が認知症になったら

▲申し込みはこちら

日時　８月３日土午後２時～３時30分（午後１時30分
受け付け開始）
場所　結とぴあ
演題　住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために

～永源寺の地域まるごとケア～
講師　滋賀県東近江市永源寺診療所長　花戸貴司さん

受講料　無料
申込方法　住所と氏名を添えて、電話かファクス、専

用フォームから申し込む
申込締切　７月26日金
問　健康長寿課
　（☎65・5046　FAX 66・0294）

　住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために、在宅医療への理解を　住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために、在宅医療への理解を
深めませんか。在宅医療に取り組む医師が実例を紹介しながら、そのメ深めませんか。在宅医療に取り組む医師が実例を紹介しながら、そのメ
リットなどを解説します。リットなどを解説します。

在宅医療・介護連携推進市民公開講座在宅医療・介護連携推進市民公開講座
大野で生きる大野で生きる～みんなで支える在宅医療～～みんなで支える在宅医療～

▲申し込みはこちら

日時　７月25日木午後１時30分～３時
場所　学びの里「めいりん」
講師　福井医療大学教授　北川敦子さん
定員　30人（先着）
受講料　無料
申込方法　電話か電子メール、専用フォームから申

し込む

申込締切　７月22日月
問　生涯学習・文化財保護課 （☎65・5590）
　電子メール　shobun@city.fukui-ono.lg.jp

申し込みはこちら▶

　老化を促進させる原因物質ＡＧＥ。その正体と、体内にＡＧＥをためない食事や生活習慣について学びましょう。

体をサビつかせる「ＡＧＥ」対策
老化を予防する食生活とスキンケア法を学ぼう

92024.7　広報おおの



始
め
よ
う
、

始
め
よ
う
、  

子
宮
子
宮
頸頸け

い
け
い

が
ん
予
防

が
ん
予
防

問　
健
康
長
寿
課

問　
健
康
長
寿
課  （（
☎☎
6565
・
７
３
３
３
）

・
７
３
３
３
）

記
事
制
作
協
力
：
大
野
市
医
師
会　
栃
木
一
男
医
師

記
事
制
作
協
力
：
大
野
市
医
師
会　
栃
木
一
男
医
師

（
栃
木
産
婦
人
科
医
院　
院
長
）

（
栃
木
産
婦
人
科
医
院　
院
長
）

子
宮
頸
が
ん
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
の
入
り
口
に
で

き
る
が
ん
の
こ
と
で
す
。
主
に
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）の
持
続
感
染

が
原
因
で
す
。
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進

行
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん（
上
皮
内
が
ん
を
含
む
）は

発
症
年
齢
の
ピ
ー
ク
が
女
性
の
出
産
年
齢

と
重
な
り
ま
す
。
子
育
て
世
代
の
母
親
が

子
ど
も
を
残
し
て
亡
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
こ
と
か
ら「
マ
ザ
ー
キ
ラ
ー
」と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

20
～
30
代
で
増
え
る
子
宮
頸
が
ん

　

日
本
で
は
年
間
約
１
万
人
が
新
た
に
子

宮
頸
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
約
３
０
０
０
人

の
女
性
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
20
～
30

歳
代
女
性
の
が
ん
で
最
も
多
い
の
が
子
宮

頸
が
ん
で
、
罹り

か
ん患
率
と
死
亡
率
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

原
因
の
95
㌫
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染

　

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
の
95
㌫
以
上
が
Ｈ

Ｐ
Ｖ
の
持
続
感
染
で
す
。
性
経
験
の
あ
る

一
般
女
性
の
約
8
割
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
一
度
は

感
染
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
が
長
期
化（
持
続
感
染
）す
る

と
子
宮
頸
が
ん
へ
と
進
行
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
と
検
診
が
予
防
の
鍵

　

現
在
、
感
染
し
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
を
消
失
さ
せ

る
薬
は
な
い
た
め
、
自
分
の
免
疫
で
消
失

さ
せ
る
か
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
っ
て
予

防
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
感
染
は
コ
ン

ド
ー
ム
で
は
完
全
に
防
げ
ず
、
初
期
に
は

無
症
状
な
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
17
歳
未
満
で
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
た
場
合
、

子
宮
頸
が
ん
発
症
リ
ス
ク
が
88
㌫
減
少
し

ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
と
定
期
検
診
を

組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
子
宮
頸
が
ん
に
よ
る

死
亡
は
ほ
ぼ
防
げ
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
と
有
効
性

　

平
成
25
年
か
ら
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
積
極
的
勧
奨
が
控
え
ら
れ
、
接
種
率
が

大
幅
に
低
下
し
ま
し
た
。
し
か
し
令
和
３

年
11
月
、
国
は「
安
全
性
に
特
段
の
懸
念
な

し
」「
有
効
性
が
副
反
応
リ
ス
ク
を
上
回
る
」

と
し
て
ワ
ク
チ
ン
勧
奨
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

日
本
や
海
外
の
研
究
で
ワ
ク
チ
ン
の
安

全
性
は
確
認
さ
れ
て
お
り
、
他
県
の
事
例

で
も
重
篤
な
副
反
応
は
報
告
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
一
方
、
早
期
発
見
が
難
し
い
悪
性

度
の
高
い
腺
が
ん
が
増
加
し
て
お
り
、
検

診
だ
け
で
は
予
防
が
困
難
で
す
。
ま
た
、

男
性
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
女
性
の
子
宮

頸
が
ん
予
防
に
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
は
９
価
、
４
価
、

２
価
の
３
種
類
が
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
の
種

類
や
年
齢
に
よ
っ
て
、
同
じ
種
類
の
ワ
ク

チ
ン
を
合
計
２
回
か
ら
３
回
接
種
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
接
種
完
了
に

は
６
カ
月
か
か
り
ま
す
。

　

予
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
は
再
発
行
で

き
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

問　
健
康
長
寿
課 （
☎
65
・
７
３
３
３
）

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
者
は

９
月
末
ま
で
に
１
回
目
の
接
種
を

　
定
期
接
種
の
対
象
年
齢（
小
学
６
年
生
～

高
校
１
年
生
）の
頃
に
接
種
の
機
会
を
逃
し

た
世
代（
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
20

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）の
女
性
を
対
象
に
、

無
料
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ら
れ
る

「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
」を
実
施
中
で
す
。

　

た
だ
し
、
９
月
末
ま
で
に
１
回
目
の
接

種
を
受
け
な
い
と
令
和
７
年
３
月
末
ま
で

の
期
限
内
に
３
回
目
の
接
種
を
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
１
回
当
た
り
約

３
万
円（
税
別
）の
自
己
負
担
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
接
種
を
希
望
す
る
人
は
早
め
に

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て

対
象　
20
歳
以
上
の
女
性（
５
月
末
に
受
診

券
を
送
付
）

受
診
期
限　
令
和
７
年
２
月
28
日
金

受
診
方
法　
①
個
別
検
診（
県
内
医
療
機

関
）、②
集
団
検
診（
結
と
ぴ
あ
な
ど
）

費
用　
１
０
０
０
円（
ク
ー
ポ
ン
対
象
者
と

75
歳
以
上
は
無
料
）

そ
の
他　

受
診
券
を
紛
失
し
た
場
合
は
再

発
行
で
き
ま
す

問　
健
康
長
寿
課　
検
診
担
当

　
（
☎
64
・
４
１
４
７
）

検
診
に
つ
い
て
▼

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
▼

イラスト出典：政府広報オンライン（https://www.gov-online.go.jp/useful/article/202306/1.html）
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購入可能数　１人につき８口（１口4000円）
・すでに２口（8000円）購入した人は、６口（２万4000

円）を追加購入できます
適用開始　７月２日火午前10時
※システム改修のため、７月１日月午後６時～２日火

午前10時は購入できません
購入期限　８月31日土（予定数に達し次第、販売終了）
購入方法　①クレジットカード、②バンクＰａｙ、③

セブン銀行ＡＴＭ（①②は１日当たり５口までの購
入制限あり）
利用期限　８月31日土まで
・期限を過ぎると残高が失効します。払い戻しはでき

ないため、期限内に必ず使い切ってください
問　ふくアプリに関すること：ふくアプリ・ふくいは

ぴコイン事業事務局 （☎0776・50・7671）
　キャンペーン内容に関すること：産業政策課 （☎64・

4816）

７月２日から購入可能数が８口（３万2000円）に
「おおの結サイフ」の購入可能額を拡大します
　１口4000円の購入で1000円分のポイントが上乗せされるプレミアム付商品　１口4000円の購入で1000円分のポイントが上乗せされるプレミアム付商品
券の購入可能数を２口から８口に拡大します。券の購入可能数を２口から８口に拡大します。
　市内の「ふくいはぴコイン」加盟店での買い物や飲食に使えます。デジタル商　市内の「ふくいはぴコイン」加盟店での買い物や飲食に使えます。デジタル商
品券を使って大野の夏をお得に楽しみましょう。品券を使って大野の夏をお得に楽しみましょう。

▲おおの結サイフ
の詳細はこちら

▲ふくアプリ
　公式サイト

対象施設　市本庁舎、結とぴあ、図書館、各公民館
その他　・自宅にエアコンがある場合など、涼しい環自宅にエアコンがある場合など、涼しい環

境が確保できる場合、クーリングシェルターへの移境が確保できる場合、クーリングシェルターへの移
動は必須ではありません動は必須ではありません

・熱中症特別警戒アラートは、気温や湿度などを取り入
れた「暑さ指数」が県内全９地点で35以上になると予
測された場合、前日の午後２時に発表されます

熱中症予防の心掛け
・こまめな水分と塩分の補給
・室内でのエアコンの適切な使用
・高齢者に声掛け
・不要不急の外出を控える
・体温が上がりやすい激しい運動を避ける
問　健康長寿課 （☎65・7333）

　極端な高温時に熱中症での重大な健康被害の発生を防止するため、市内公
共施設12カ所を、外出時に暑さをしのいで休息できる場所「クーリングシェル
ター」に指定しました。
　普段から同じ場所を「涼み処」として開放し、国が熱中症予防行動を積極的に
促す熱中症特別警戒アラートを発表した場合は、速やかに「クーリングシェル
ター」に切り替えます。

▲詳しくはこちら

熱中症予防に「ひと涼み」しませんか？熱中症予防に「ひと涼み」しませんか？
市内公共施設をクーリングシェルター市内公共施設をクーリングシェルター
に指定しましたに指定しました

取扱加盟店を募集中取扱加盟店を募集中
申込方法　専用フォームから申請するか、申請書

をメールまたはファクスで提出する。申請書はふ
くアプリ公式サイトからダウンロードできます

問　ふくアプリ・ふくいはぴコイン事業事務局
　（☎0776・50・7680）

8000円分のポイントが上乗せ
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　市有地を一般競争入札により売り払います。
　購入を希望する人は入札参加の申し込みをお願いします。

対象物件　
場所　大野市101字25番１（春日２丁目地係）
地目　宅地
実測面積　435.83平方㍍
用途地域　準工業地域
最低売却価格　700万円

入札の流れ
①入札参加要領の配布（７月１日月～８月２日金）
　入札参加要領は、公共施設再編推進室（市役所２階
�番窓口）で配布するほか、ホームページからもダウ
ンロードできます
②質問受け付け（７月16日火～23日火）
　最低売却価格や土地の状態などについて質問を受け
付けます
③入札参加申し込み（７月24日水～８月２日金）
　入札参加の申し込みを受け付け、入札に参加する資
格があるか確認します
④入札の実施（８月19日月～27日火）
　郵便か持参により入札を受け付けます。入札保証金
の納入が必要です
⑤落札者の決定（８月28日水）
　入札書を開札し、落札者を決定します
※受付時間はいずれも土日祝日を除く午前８時30分～

午後５時15分

その他
　本物件以外にも売却可能な市有地が
あります。詳しくはホームページを確
認してください。
問　公共施設再編推進室
　（☎64・4845）　

市有地をお売りします

▲詳しくはこちら

有終南小学校有終南小学校

対象物件

展示期間　８月28日水～９月１日日
場所　結とぴあ
出品部門　洋画、日本画、彫刻 ･ 工芸、書道、写真
出品点数　１部門２点まで
出品資格　県内在住の高校生以上
出品料　作品１点につき1000円、高校生無料
作品搬入　８月24日土正午～午後５時に結とぴあ多目

的ホールに持参

作品搬出　９月１日日午後４時～６時
表彰　市長賞、市議会議長賞、教育委員会賞ほか
そ�の他　詳しくは募集要項で確認してください。要項

は、ホームページ、市役所、学びの里「めいりん」、
文化会館、図書館、各公民館にあり
ます

問　地域文化課 （☎64・4834）

　今年で45回目を迎える大野市美術展の作品を募集します。
　あなたの個性あふれる作品で、美術展を彩りませんか。ぜひご応募ください。

大野市美術展　作品募集

▲詳しくはこちら
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　日々、創作活動をするママの視点を描いた作品を展示します。
　スケッチや絵、写真などで表現される母としての子どもへの思
いや、その物語をぜひ楽しんでください。展示期間中は親子で楽
しめるワークショップも開催予定です。

COCONOアートプレイス企画展

ママの視展

日時　７月20日土～９月16日月敬老の日
場所　ＣＯＣＯＮＯアートプレイス
観覧料　300円（中学生以下無料）
問　ＣＯＣＯＮＯアートプレイス （☎64・4848）

作者名：mirai

　ジュラ紀から白亜紀に向かい、福井県の恐竜時代がどのように変化しているのか、市の後期ジュラ紀から前期
白亜紀の地層や化石をもとに紹介します。

くずりゅう化石ラボ　ガ・オーノ企画展

ラスト・ジュラシック

ジュラ紀末期海洋環境復元画　Ⓒ山本匠ジュラ紀末期海洋環境復元画　Ⓒ山本匠

期間　７月13日土～11月４日月振替休日
※休館日は毎週月（祝日を除く）、祝日の翌日
開館時間　午前９時～午後４時（日・祝日は午前９時～

午後５時）
場所　くずりゅう化石ラボ　ガ・オーノ

入館料　300円（中学生以下無料）
問　生涯学習・文化財保護課 （☎65・5590）

　大野市で発掘された本物のアンモナイト化石を観察しながら、そのレプリカ（複製品）
に色付けを行う体験講座を開催します。
日時　８月３日土、４日日午後１時～

４時
場所　くずりゅう化石ラボ　ガ・オーノ
講師　大野地球科学研究会
対象　小学３年生以上
定員　各回７組（１組２人まで）
参加料　１人500円（高校生以上は別途

入館料が必要）

申込方法　専用フォームから申し込む
申込期間　７月８日月～29日月
問　観光交流課 （☎64・4817）

アンモナイト化石レプリカを作ろう！　～ ペイント編 ～

　学芸員によるギャラリートーク　
日時　７月27日土、８月17日土午前11時～正午
場所　くずりゅう化石ラボ　ガ・オーノ
講師　市学芸員
対象　小学生以上

参加料　300円（入館料として。中学生以下無料）
申込方法　申し込み不要。当日直接会場へ来てくだ
　さい
問　生涯学習・文化財保護課 （☎65・5590）

◀申し込みはこちら
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日時　７月22日月～26日金午前９時～午後３時
場所　Ｂ＆Ｇ海洋センター
内容　水辺の安全教室、防災体験、カヌー体験など
対象　市内小学生
定員　20人（抽選）
参加料　1000円（保険料含む）
申込方法　専用フォームから申し込む

申込締切　７月10日水
その他　詳細はホームページを確認してください
問　Ｂ＆Ｇ海洋センター （☎64・1311）

▲詳しくはこちら ▲申し込みはこちら

夏休みＢＧ塾　～体を動かしながら学ぼう！～　

日時　８月５日月～９日金午前９時～午後３時
場所　エキサイト広場ほか
内容　バスケットボール体験、インドア雪合戦、木

工体験など
対象　市内小学３～６年生
定員　20人（抽選）
参加料　1000円（保険料含む）
申込方法　専用フォームから申し込む
申込締切　７月22日月

その他　詳細はホームページを確認してください
問　スポーツ推進課 （☎65・5592）

夏休みスポーツウイーク　～暑い夏こそスポーツでアクティブに！～

▲詳しくはこちら ▲申し込みはこちら

日時　８月19日月～22日木午前８時～午後６時
場所　エキサイト広場
内容　英語で遊ぼう、電気を学ぼう、環境について

考えようなど
対象　市内小学生
定員　20人（抽選）
参加料　1000円（保険料含む）
申込方法　専用フォームから申し込む

申込締切　７月16日火
問　教育総務課 （☎64・4827）

夏休み子どもチャレンジ教室　～みんなで楽しく学ぼう！～

▲詳しくはこちら ▲申し込みはこちら

スポーツ施設の 夏休み特別企画
※次の３つのメニューは重複しての申し込みはできません

　暑い夏や雨の日には、エキサイト広場で快適に運動しませんか。ウオーキングやランニングでいい汗をかきましょう。

日時　７月１日月～８月31日土午前９時～午後９時
30分
開放場所　アリーナランニングコース（１周約200㍍）
対象　市内、市外問わず誰でも利用可能
持ち物　内履き
その他　・おおのヘルスウォーキングプログラム参

加者には、期間中に５回以上の施設利用で50ポイ
ント進呈します

・アリーナ全体を占有するイベントなどで利用でき
ない場合があります

問　スポーツ推進課 （☎65・5592）

エキサイト広場で健康づくり ～室内ランニングコースを無料開放～
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日時　７月６日土午前８時30分～11時30分
場所　ふれあい公園陸上競技場
内容　・陸上競技場内を走る
・伊藤選手と牧野さんによるトークイベント
講師　伊藤竜也さん（陸上400㍍　車いすＴ52クラ

ス日本代表）、牧野康博さん、地域おこし協力隊　
新井博文さん
対象　小学生以上
定員　50人（先着）

参加料　500円
持ち物　着替え、タオル
服装　動きやすい服装、運動靴
申込方法　専用フォームから申し込む
申込締切　７月５日金午後６時
その他　見学やトークイベントのみの

参加は無料（申し込みは必要）
問　地域おこし協力隊　新井さん
　電子メール：info@hirofumiarai.com

▲申し込みは
こちら

　「陸上競技場が子どもから大人まで気軽に行ける場所になってほしい」を
テーマに、走る速さに関係なく、陸上競技場で走る楽しさや気持ちよさを体
感してもらうイベントを開催します。
　イベント後半は、大野市出身でパリ2024パラリンピック日本代表の伊藤竜
也選手と、元800㍍日本学生チャンピオンの牧野康博さんによるトークイベ
ントも行います。

パリ2024パラリンピック代表選手に会える！

陸上競技場を走ろう！参加者募集

　地域おこし協力隊は、都市地域の人材を地方の自治体で受け入れ、まちおこし活動や地域課題の解決に向けた
活動を行ってもらう制度です。
　大野市ではこれまで15人の隊員が着任し、現在は６人の隊員が活動中です。このうち半年以上活動した５人
の隊員が、大野市でどのような活動をしているのか報告します。ぜひ聞きに来てください。

協力隊員が見た大野の今と未来を伝えます

地域おこし協力隊　活動報告会

日時　７月20日土午後１時30分～３時30分
場所　学びの里「めいりん」
内容　各隊員からの活動報告（１人15分程度）
登壇者　地域おこし協力隊　三浦紋

も ん ど
人さん、望月詩織

さん、新井博文さん、山本響さん、川口赳
た け し

司さん

定員　100人（先着）
参加料　無料
その他　申し込み不要
問　地域文化課 （☎64・4834）

日時　７月20日土午前９時30分～正午（午前９時受け
付け開始）
場所　学びの里「めいりん」
内容　指導者表彰、啓発手紙受賞者表彰、少年の主張、

パネルディスカッション
入場料　無料

申込方法　電話か申込書（チラシ）、専用フォームから
申し込む。チラシは各公民館に設置しています
申込締切　７月18日木
問　生涯学習・文化財保護課
　（☎65・5590）

　市内小中高生の代表の皆さんが日頃感じていることや多くの人に　市内小中高生の代表の皆さんが日頃感じていることや多くの人に
聞いてもらいたいこと、夢、社会への提言を発表します。聞いてもらいたいこと、夢、社会への提言を発表します。

子どもたちが「思い」を伝えます子どもたちが「思い」を伝えます
大野市青少年健全育成推進大会大野市青少年健全育成推進大会

◀申し込みは　
　こちら
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【診療科目】
　小 児 科（日･祝日のみ）・内科･外科

【診療時間】
　土 曜 日  午後１〜９（６・13・20・27日）
　日・祝日など  午前９〜午後９（７・14・15・21・28日）

金 土

心のおやつの時間
　午後２：30〜３　図書館
あそぼう百人一首
　午後３〜４　図書館

マイナンバーカード休日交付・
更新窓口（要予約）☎64・4246
　午前９〜正午
だっこでぎゅの会
　０歳組　午前10：30〜10：50　図書館
　１.２歳組　午前11〜11：30　図書館
心のおやつの時間
　午後２：30〜３　図書館

うきうき！ボードゲームクラブ
　午前10：30〜11：30　図書館
自然あそび
　午後２：30〜３：30　図書館

だっこでぎゅの会
　０歳組　午前10：30〜10：50　図書館
　１.２歳組　午前11〜11：30　図書館
心のおやつの時間
　午後２：30〜３　図書館
おはなし会
　午後３〜３：30　図書館

問い合わせ先：予約専用ダイヤル
（☎64・4147　平日午前９時〜午後５時）

【子宮頸がん検診・乳がん検診】　

実施日 時  間 会　場
７日 午前８：30〜10：30 結とぴあ
17日 午前８：30〜10：30 結とぴあ
24日 午前８：30〜10：30 和泉小学校

実施日 時  間 会　場
７日 午前８：30〜10：30 結とぴあ
17日 午後１：15〜２：15 結とぴあ
24日 午後１：15〜２：15 和泉小学校

【生活習慣病健診・肺がん検診・胃がん検診・前立腺がん検診・肝炎検査・ピロリ菌検査・風しん抗体検査】

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
結婚相談・女性悩みごと相談

（レディース・トラブル・バスター） ３・10・17・27日 ３日　午後６〜８
ほか　午後１：30〜３：30 結とぴあ ☎64・5140

（こども支援課）

年金相談 25日 午前10〜午後３ 大野商工会議所 ☎0776・23・4518
（福井年金事務所）

臨床心理士による教育相談 ４・11・18・25日 午後１〜５ 青少年教育センター ☎66・7717

心配ごと相談 25日 午前９〜正午 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【その他】

要予約

要予約

【中小企業相談】（商工業に関する相談）
経営（工業） ８日 午後１〜４

大野商工会議所
☎66・1230

※相談日の前日までに予約してください

労働 10日 午後１〜４
金融（日本政策金融公庫・国民生活事業） 12日 午前10〜正午
法律 18日 午後１〜４
税務 開催しません
事業承継 16日 午後１〜４
司法書士相談 17日 午後１〜４
夜間相談 ４・18日 午後５〜８
和泉地区相談会 10日 午前10〜午後３ （会場）和泉ふれあい会館

要予約
要予約
要予約

要予約
要予約

要予約

要予約
要予約
要予約

５

12

19

26

６

13

20

27

施　設　名 休　館　日
学びの里「めいりん」 なし
公民館 15日
図書館 １・８・21・22・29日
本願清水イトヨの里 １・８・16・22・29日
水のがっこう なし
歴史博物館 なし
民俗資料館 １・８・16・22・29日
越前大野城 なし
くずりゅう化石ラボ ガ・オーノ １・８・16・22・29日
HOROSSA! １・８・16日
武家屋敷旧内山家

なし
武家屋敷旧田村家
文化会館 １・８・22・29日
COCONOアートプレイス １・８・16・22・29日
B&G海洋センター １・８・15・16・22・29日
エキサイト広場 ３・10・16・17・24・31日
あっ宝んど １・２・３日（２・３日はプールのみ休館）
うらら館 １・８・16・22・29日
平成の湯 ２・９・16・23・30日
結とぴあ（有終会館） なし

休館日
休日急患診療
（☎65・8999）

各種検診日

今月は介護保険料（普通徴収）・後期高齢者医療保険料（普
通徴収）の納付月です！

・介護保険料（普通徴収）　第１期
・後期高齢者医療保険料（普通徴収）　第１期

◆納期限　７月31日（水）
※普通徴収は、年金から保険料が天引きされない方が対象です。市発

行の納付書で、金融機関などで個別に納めてください

①便容器配布 上記の各検診実施日時に各検診会場で配布

②料金の徴収 前払い（容器を受け取ったとき）

③便容器の提出 ・大腸がん検診用冷蔵庫（結とぴあ）に緑の袋ごと投入
・和泉診療所

【大腸がん検診】　
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人権相談・行政相談 ４・18日 午後１：30〜３：30 結とぴあ ☎64・4820
（総務課）無料登記相談 10日 午後１：30〜４ 結とぴあ

法律相談 11・25日 午後１〜４ 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【法律関係】

要予約

【保健関係】
相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先

育児相談会 P24の「おおの子育てつうしん」をご覧く
ださい。 大野市地域子育て支援センター ☎64・5140

（こども家庭センター）

育児不安解消サポート事業
（お日さま広場） 18日 午前10〜11：30 大野市地域子育て支援センター ☎66・2076

（奥越健康福祉センター）

心の健康相談 ３・17日 午後２〜４

奥越健康福祉センター ☎66・2076エイズ相談検査、B型・C型肝炎相談検査 ２・16日 午前９〜11

女性相談 １・４・11・18・25・29日 午前９〜午後５：15

補聴器相談 16日 午前10〜正午
結とぴあ ☎64・5142

（福祉課）ストレス相談 11日 午後２〜４

要予約

要予約

要予約

日 月 火 水 木

健康プラスデー　午前９〜正午
　保健センター（結とぴあ内）
健康栄養相談（要予約）☎65・
7333　午前10〜11：30
　保健センター（結とぴあ内）
頭シャキーン&いきいきOH!
脳音読会
　午前10：30〜11：30　図書館

市民生活・統計課窓口業務延長
　〜午後７
マイナンバーカード交付・更新
窓口延長（要予約）☎64・4246
　〜午後７

心のおやつの時間
　午前10：30〜11　図書館

市民生活・統計課窓口業務延長
　〜午後７
マイナンバーカード交付・更新
窓口延長（要予約）☎64・4246
　〜午後７

マイナンバーカード休日交付・
更新窓口（要予約）☎64・4246
　午前９〜正午
心のおやつの時間
　午前10：30〜11　図書館

●ごみの祝日受け入れ
心のおやつの時間
　午前10：30〜11　図書館

市民生活・統計課窓口業務延長
　〜午後７
マイナンバーカード交付・更新
窓口延長（要予約）☎64・4246
　〜午後７

後期高齢者医療新規加入者説
明会　午前９：30〜10：30
　結とぴあ

市民生活・統計課窓口業務延長
　〜午後７
マイナンバーカード交付・更新
窓口延長（要予約）☎64・4246
　〜午後７

普通救命講習会（要予約）
　午前９〜正午
　消防署☎64・4898
●ごみの第４日曜日受け入れ
絵本の部屋
　午前10〜正午　図書館
心のおやつの時間
　午前10：30〜11　図書館

１歳半児健康診査
　午後１：10〜１：40
　保健センター（結とぴあ内）

３歳児健康診査
　午後１：10〜１：40
　保健センター（結とぴあ内）

海の日
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７月 市民カレンダー

各種相談日

文 月文 月
ふみづきふみづき

■ 国民の祝日には国旗を
掲げましょう

● 印の行事は別の紙面で
詳しく記載しています

今 月 の 納 税

★納税は、便利な口座振替を
　ご利用ください

固定資産税　第２期分
国民健康保険税　第１期分

◆納期限  ７月31日（水）
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